
上下水道事業の決算見通し等について
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水道事業の給水人口、配水量等の推移
2

年  度
単位

対前年度
令和６年度 令和５年度 増  減 比 率

科  目 （A） （Ｂ） （Ａ－Ｂ） （％）

給 水 人 口 人 73,245 75,279 △2,034 97.30

給 水 戸 数 戸 33,189 33,253 △64 99.81

年 間 総 配 水 量 ㎥ 9,735,818 9,839,357 △ 103,539 98.95

年 間 総 有 収 水 量 ㎥ 7,899,757 8,067,743 △167,986 97.92

有 収 率 ％ 81.14 81.99 △0.85 -



令和６年度水道事業決算の概要 3

収益的収支では、令和５年度において基本料金を減免したことから給水収益が減少しましたが、令和６年度は給水収益が平年並みと
なり、維持管理費の減額等により２億７,４５４万円の純利益を計上しました。
資本的収支では、建設改良工事等が減額となったことなどから、支出が令和５年度と比較して２億４,８４８万円の減となり、収支差

引では９億５,２８９万円の不足となりましたが、純利益や内部留保資金等で補填しました。

支出計

15億7,902万円（△3.2）

収入計

18億5,356万円（△2.1）

維持管理費（受水費、修繕費等）

11億4,034万円（△3.4）

資本費（減価償却費等）

4億3,868万円（△2.7）

純利益

2億7,454万円（+5.0）

水道料金収入 16億1,634万円（+6.5） 長期前受金戻入

1億1,707万円（△0.3）

他会計負担金

1億124万円（△58.1）

その他 

1,891万円（+16.1）

支出計

10億6,114万円（△19.0）

収入計

（企業債、補助金等）

1億825万円（+49.7）

建設改良費

9億4,191万円（△21.0）

企業債償還金

1億1,923万円（+2.1）

補填財源

9億5,289万円（△23.0）

※補填財源の主なもの
減債積立金（借入金の返済に充てる積立）や
建設改良積立金（工事代金等に充てる積立）等

（ ）は対前年度比の増減（％）



下水道事業の水洗化人口、処理水量等の推移 4



令和６年度下水道事業決算の概要 5

収益的収支では、一般会計からの繰入金の減額や維持管理費の増額等により、１億２，０１５万円の純損失を計上しました。
資本的収支では、建設改良工事の増額に伴い、企業債及び補助金が増額となったことから、収入が令和５年度と比較して、

１４億２,７５０万円の増となり、収支差引では５億３３０万円の不足となりましたが、内部留保資金等で補填しました。

支出計

23億7,665万円

（+6.9）

収入計

22億5,650万円

（+3.7）

資本費（減価償却費等）

15億2,156万円(△0.8)

維持管理費（修繕費等）

8億5,509万円（+24.1）

純損失

1億2,015万円

（+159.6）

下水道使用料収入

11億982万円（+3.3）

長期前受金戻入

7億7,946万円（△0.6）

他会計負担金

2億8,953万円（+3.0）

その他

7,769万円

（+113.6）支出計

31億5,156万円

（+70.0）

収入計

26億4,826万円

（+116.9）
補填財源

5億330万円

（△20.5）

企業債償還金

12億1,446万円（△2.5）

建設改良費

19億3,710万円（+218.5）

企業債借入金

15億2,800万円

（+97.3)

他会計負担金等

11億2,026万円

（+151.1）

※補填財源の主なもの
減価償却費や資産減耗費等の現金支出を必要とし
ない費用の計上により留保される資金 （ ）は対前年度比の増減（％）
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